
令和５年度青森県土壌診断体験モニター制度実施要領 
 

 

１ 目  的 

「日本一健康な土づくり運動」を推進するため、土壌診断を実施したことがない農業

者等を対象に体験モニターを募集し、土壌診断に基づく適正施肥への理解浸透を図る。 

 

２ 募集人員 

    ２０人 

 

３ 応募要件 

  体験モニターは、次の（１）、（２）を全て満たす者とする。 

（１）県内在住の販売農業者 

（２）土壌診断を直近の５か年以上実施していない者 

 

４ 応募方法 

  令和６年２月２０日（火）までに申込書（別紙１）を食の安全・安心推進課へ提出す

る。 

 

５ 体験モニターの決定 

食の安全・安心推進課長は、応募者の経営状況及び過去の土壌診断の実施状況を勘案

して体験モニターを決定し、体験モニター本人、全国農業協同組合連合会青森県本部営

農購買部営農対策課（以下、営農対策課という。）及び地域県民局地域農林水産部農業

普及振興室（以下、農業普及振興室という。）に通知する。 

 

６ 土壌診断の進め方 

（１）体験モニターは、土壌診断を実施したい農地から土壌をサンプリングし、食の安

全・安心推進課へ電話等により連絡した後、最寄りの農業普及振興室へ持ち込む。郵

送も可とするが、送料は自己負担とする。 

（２）農業普及振興室は、土壌を乾燥・調製した後、営農対策課へ送付する。 

（３）営農対策課は、土壌の化学性分析を実施し、分析結果・処方箋のデータを食の安

全・安心推進課へ送付する。 

（４）食の安全・安心推進課は、分析結果・処方箋及び土壌診断体験モニター調査票（別

紙２）を体験モニターへ送付する。 

（５）体験モニターは処方箋に基づき施肥設計を行い、施肥終了後１か月以内に調査票を

食の安全・安心推進課へ提出する。 

 

７ その他 

  この要領に定めるもののほか、必要な事項は食の安全・安心推進課長が定めるものと

する。 



（別紙１）                      令和  年  月  日提出 

 

令和５年度青森県土壌診断体験モニター申込書 

 

氏  名 (フリガナ)                     

 

 

住  所  

 

 

電話番号  

 

 

栽培品目  

 

 

経営面積  

 

 

土壌診断の 

実施状況 

(該当する番号を○) 

  １  これまで一度も実施したことがない 

  ２  １０年以上実施していない 

  ３  ５年以上実施していない 

 

ＦＡＸ又はメールで青森県農林水産部食の安全・安心推進課へ提出してください。 

 

 

 

電 話：０１７－７３４－９３５２ 

ＦＡＸ：０１７－７３４－８０８６ 

メール：SANZEN@pref.aomori.lg.jp 



市町村名

体験モニター
　  氏　名　

簡単にできた

よく理解できた

よく理解できた

満足

（別紙２）

御協力いただき、ありがとうございました。

1 2 3 4 5

5

はい

（３）処方箋の見方について

いいえ

1

令和５年度青森県土壌診断体験モニター調査票

今後の土づくり施策などの参考とするため、アンケートに御協力くださる
ようお願いします。

（１）土壌のサンプリングについて

（２）土壌診断結果の見方について

2 3 4

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

１. 土壌診断を実施した感想をお聞かせください。（該当する数字に○をつけてください。）

２. 土壌診断結果に基づき施肥しましたか。

３. 今後も土壌診断を実施したいと思いますか。

４. 県の土づくりの取組に対して御意見・御要望等がございましたら、お聞かせください。

難しかった

理解できなかった

理解できなかった

はい いいえ

（４）肥料費の削減効果について

不満


